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講演要旨

指導救命士の活動は全国各地で活発になってきた。とく
に、救急業務に携わる職員への教育については、救急救
命士としてのprofessional autonomyが発揮されつつある。

一方、病院前救護活動の質を保証する取り組みであるメ
ディカルコントロール体制は地域救急医療体制の要であり、
指導救命士こそメディカルコントロール活動に積極的に関
わらねばならない。

今回、メディカルコントロール協議会と指導救命士との連
携に焦点を当て、指導救命士の将来像を展望する。
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救急業務高度化推進委員会報告書の概要

メディカルコントロール体制の構築

①常時かつ迅速・適切な指示、指導・助言体制の構築

②救急活動の事後検証体制の構築

③救急救命士の再教育体制の充実

（平成13年（2001年）3月）
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メディカルコントロールの概要

平成20年度 救急業務高度化推進検討会報告書

コア業務

プロトコールの策定

・応急・救急救命処置
・緊急度・重症度判断（トリアージ）

医師の指示、
指導・助言体制

・特定行為の指示
・処置の指導・助言

再教育体制の整備
・病院実習の実施
・救急救命士の再教育の実施
・マニュアルの策定

事後検証の実施

・救急活動記録表の検討
・救急救置の効果検証
・症例検討会の実施
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病院選定とメディカルコントロール
平成21年（2009年） 消防法改正

コア業務

プロトコールの策定
・応急・救急救命処置
・緊急度・重症度判断（トリアージ）
・病院選定基準
・搬送手段の選択

医師の指示、
指導・助言体制
・特定行為の指示
・処置の指導・助言
・病院選定への助言

再教育体制の整備
・病院実習の実施
・救急救命士の再教育の実施
・マニュアルの策定
・トリアージ、病院選定基準の修正

事後検証の実施
・救急活動記録表の検討
・救急救命処置の効果検証
・症例検討会の実施
・搬送後の評価、分析（データ収集）



MC体制の概要(令和2年度報告書)

令和2年（2020年）度 救急業務のあり方に関する検討会 報告書
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メディカルコントロール協議会 保健医療協議会

救急医療対策協議会

医師法
保助看法
薬剤師法
・・・・

医療法

医療計画

厚生労働省／都道府県医療主管部局

＜健康保険＞

救急隊員

総務省消防庁／地方自治体

消防法、消防組織法

＜自治体消防費＞

メディカルコントロール協議会

救急救命士

病院前救護 救急診療
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救急救命士有資格者数
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救急救命士有資格者の分布

運用救急救命士

40%

非運用救急

救命士

18%

その他(非消防職

員、退職)

42%

令和6年4月1日
合格者累計：76,731名
消防職員；44,919名

日本救急医療財団の試験合格者数と
消防庁救急救助の現況より
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救急業務高度化推進委員会報告書の概要
メディカルコントロール体制の構築

① 常時かつ迅速・適切な指示、指導・助言体制の構築

② 救急活動の事後検証体制の構築

③ 救急救命士の再教育体制の充実

○ 救急救命士の再教育については、将来的には、救急業務に精通した消

防機関の指導者による教育を実施するとともに、研修可能な医療機関に
おいて病院実習を実施すべきである。

○ 当面は、研修可能な医療機関において病院実習を実施する必要があり、
この場合、救急業務に従事している救急救命士は2年間に128時間以上

の病院実習を受けることが望ましい。

（平成13年（2001年）3月）
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救急業務に精通した消防機関の指導者
• 平成20年 救急救命士の資格を有する救急隊員の再教育について（消防庁救急企画室長通知）

128時間病院実習を48時間に変更、同時に80時間相当はメディカルコントロール体制の中で日常的な教育を受ける
こと

• 平成24～27年度（2012～2015年） 救急業務のあり方に関する検討会
– 救急業務に携わる職員の教育のあり方に関する作業部会(部会長；横田順一朗)

• 救急救命士の教育のあり方検討班(山口芳裕班長）

• 救急隊員の教育のあり方検討班（浅利 靖班長）

• 通信指令の教育あり方検討班（坂本哲也班長）

• 救急業務に携わる職員の生涯教育の指針 Ver.１ 平成26年3月

• 指導救命士標準テキスト（平成27年12月）
– 制度化と養成課程
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生涯教育_Professional autonomy

• 刊行にあたり

• 救急業務を適切に行うために必要となる教育、訓練を行うことについ
ては、人命に携わる者として、自ら進んで必要な努力を続けていく自
覚が必要であり、指針で示されているとおり、救急隊員自らが自発的、
主体的に取り組む必要があるとともに、組織としては、教育の機会が
適切に与えられるよう必要な環境整備に努める必要がある

• はじめに

• 病院前救護の一翼を担う救急隊員にとって、その能力の維持・向上
は国民の生命、身体を守る消防職員として当然であり、自己研鑽を
続けていく責務を持つ。また、救急業務の展開にはエビデンスに基づ
く医療（EBM）が重要であり、ここでは、メディカルコントロール（以下、
「MC」という。）による教育や病院実習、事後検証、さらには自己研鑽
等を通じ、常に新しい知識、技術等の習得に励む必要がある。

平成25年度救急業務のあり方に関する検討会
救急業務に携わる職員の教育のあり方に関する作業部会 平成26年3月
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救急現場学としての指導

臨場技能
救急現場学教育

自立性
自律性
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指導救命士活動の現況

• 日常的な教育・訓練企画

➢救急救命士

➢救急隊員

➢通信司令員

• 救急車同乗実習

• 統計処理、研究

• 研究発表、執筆

• 【指導救命士】をキーワードに
した論文数 ３７ （CiNii）
– 隊員教育、通信指令員教育、
教材動画作成、教育体制計画、
勉強会、事例検討会、制度・
運用・業務内容の報告、日常
教育、同乗実習、シミュレー
ション教育、PSLSコース運営、
脳卒中判断、指導救命士導入
の効果など
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指導的立場の救急救命士像

求められる指導的立場の救急救命士像としては、医学的知識にとど
まらない幅広い資質が求められるものとして下記の6 点が示された。

⚫救急救命士としての豊富な医学的知識と処置経験

⚫救急隊長としての豊富な現場経験とそれを通じて培った指揮能力

⚫地域のメディカルコントロールを担う医師や関係機関との連携能力

⚫指導者、教育者としての資質

⚫消防職員（公務員）として信頼される人間的な魅力

⚫地域社会などとのコミュニケーション能力

平成24・25年度救急業務のあり方に関する検討会報告書
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メディカルコントロール協議会との連携

救急業務に携わる職員の生涯教育の指針 Ver.1 (2014年)

・プロトコル周知
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プロトコル策定の補助業務

• 医学的な事前指示書

✓包括的指示のみ
ならず、具体的指
示を必要とする観
察事項など判断・
行動規範

✓ フローチャート型、
チェックリスト型な
ど

医師による
プロトコル原案

指導救命士による
救急現場学を生かしたの意見

メディカルコントロール協議会承認

指導救命士による
救急隊員への周知

MC医師による
医師への周知
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MC体制下における指導救命士業務

• 日常的な教育・訓練企画
➢救急救命士

➢救急隊員

➢通信司令員

• 救急車同乗実習

• 統計処理、研究

• 研究発表、執筆

• MC協議会の諸業務
➢協議会の運営

➢プロトコル策定・修正の支援

➢検証会議への参画

➢安全管理業務

➢隊員へのフィードバック

➢MC医師と情報共有と連携

• 諸団体会議への参画
➢救急告示病院連絡会

➢医療と介護の連携
• 地域社会を俯瞰した救急医療
体制への提言
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メディカルコントロール

指導救命士のメディカルコントロール体制への関わり

指導救命士 MC指導医師
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